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物
価
高
騰
が
続
く
一
方
、
実
質

賃
金
は
下
が
り
続
け
て
い
る
。

事
業
者
も
人
件
費
や
原
材
料
の
高
騰
の

上
、
金
利
引
き
上
げ
な
ど
厳
し
い
現
状

に
あ
る
。
道
内
の
休
廃
業
は
昨
年
２
９

７
６
件
に
も
な
る
が
幕
別
の
現
状
と
対

策
を
伺
う
。

⑴
事
業
所
の
閉
鎖
、
倒
産
の
現
状
と
支

援
策
は
。

⑵
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
事
業
推
進
総
合
補
助

金
の
実
績
と
幕
別
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

奨
励
事
業
の
復
活
を
。

⑶
町
の
委
託
・
指
定
管
理
事
業
者
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
は
。

  

町
長
町
長  

⑴
企
業
信
用
調
査
会
社
の
調
査
に
よ
る

と
、
昨
年
倒
産
し
た
企
業
は
十
勝
管
内

で
13
件
あ
っ
た
が
、
本
町
で
は
倒
産
し

た
企
業
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
主
な
事
業
者
支
援
と
し

て
、
宿
泊
費
助
成
事
業
、
商
品
券
発
行

事
業
な
ど
の
経
済
対
策
や
中
小
企
業
へ

の
融
資
お
よ
び
創
業
等
支
援
、
更
に
は

町
商
工
会
と
連
携
し
た
ま
く
P
a
y
利

用
促
進
、
酪
農
・
畜
産
経
営
者
へ
の
支

援
を
行
っ
た
。
町
内
事
業
者
の
事
業
継

続
と
健
全
な
発
展
に
向
け
て
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
必
要
な
施
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
。

⑵
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
総
合
補
助
金
は

省
エ
ネ
機
器
の
導
入
や
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
設
置
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
補
助
金
合
計
で
１
４
７
件
１
３　

２
１
万
２
千
円
を
交
付
し
た
（
令
和
６

年
度
実
績
）
。
令
和
６
年
８
月
に
創
設

し
た
同
補
助
金
は
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

奨
励
事
業
」
の
目
的
を
継
承
し
つ
つ
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
達
成
に
重
点
を
置
く

制
度
に
組
立
て
直
し
を
行
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑶
本
町
の
委
託
業
務
の
発
注
は
、
国
の

提
示
す
る
労
務
単
価
を
用
い
て
積
算
し

て
い
る
。
指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
は
、

指
定
管
理
期
間
中
の
賃
金
水
準
の
変
動

に
伴
う
人
件
費
の
変
動
を
見
込
ん
で
い

る
が
、
他
の
経
費
の
構
成
割
合
を
勘
案

し
つ
つ
、
指
定
管
理
業
務
の
リ
ス
ク
分

担
の
在
り
方
を
調
査
研
究
を
し
て
い
き

た
い
。
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
は

人
事
院
勧
告
や
近
隣
市
町
村
の
状
況
を

勘
案
し
て
実
施
し
て
お
り
、
適
宜
、
処

遇
改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
は
被
爆
80
年
、
「
幕
別
町

平
和
非
核
宣
言
」
か
ら
40
年
の

節
目
の
年
。
町
議
会
は
２
０
１
７
年
に

「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
調
印
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
出
し
て
い
る

が
国
は
未
だ
批
准
し
て
い
な
い
。
核
廃

絶
を
目
指
す
た
め
に
、
以
下
伺
う
。

⑴
こ
れ
ま
で
の
核
廃
絶
に
向
け
た
町
の

取
り
組
み
と
評
価
は
。

⑵
節
目
の
年
に
沿
う
平
和
事
業
の
推
進

を
。

⑶
国
に
対
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参

加
す
る
よ
う
働
き
か
け
を
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

町
長
町
長

⑴
本
町
で
は
平
和
非
核
宣
言
の
看
板
を

町
内
４
か
所
に
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

毎
年
開
催
し
て
い
る
原
爆
パ
ネ
ル
展

は
、
本
年
度
か
ら
原
水
爆
禁
止
幕
別
協

議
会
と
の
共
催
に
よ
り
行
い
、
更
な
る

事
業
の
拡
充
を
図
っ
た
。

⑵
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
る
平
和
事
業

に
加
え
、
広
報
紙
へ
の
掲
載
、
原
爆
パ

ネ
ル
展
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
、
宣
言

の
制
定
40
年
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

⑶
本
町
が
加
盟
す
る
平
和
首
長
会
議
が

取
り
ま
と
め
る
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

の
早
期
締
結
を
求
め
る
署
名
活
動
へ
の

参
加
な
ど
、
平
和
首
長
会
議
の
一
員
と

し
て
、
国
に
対
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
参
加
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。　
　

原
発
か
ら
出
る
高
レ
ベ
ル
放
射

能
の
廃
棄
物
を
北
海
道
に
持
ち

込
む
計
画
が
あ
る
。
地
震
国
日
本
の
ど

こ
に
も
適
地
は
な
く
、
中
止
を
求
め
る

べ
き
で
あ
る
。

  

町
長
町
長

　

「
北
海
道
に
お
け
る
特
定
放
射
性
廃

棄
物
に
関
す
る
条
例
」
の
中
で
、
「
特

定
放
射
性
廃
棄
物
の
持
込
み
は
慎
重
に

対
処
す
べ
き
で
あ
り
、
受
け
入
れ
難
い

こ
と
を
宣
言
す
る
」
と
し
て
お
り
、
本

町
に
お
い
て
も
道
条
例
の
趣
旨
を
尊
重

す
べ
き
考
え
で
あ
る
。
将
来
世
代
に
負

担
を
先
送
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
く
。

答問
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
必
要
な
施
策
を

講
じ
て
い
き
た
い

実
質
賃
金
マ
イ
ナ
ス
と
物
価
高
騰
の
影
響
に
つ
い
て

問

中橋　友子 議員
（副議長）

答問

将
来
世
代
に
負
担
を
先
送
り
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
社
会
全
体

の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
く

核
の
ゴ
ミ
の
最
終
処
分
場
に
つ
い
て

問

答問

平
和
非
核
宣
言
の
精
神
の
下
、
引

き
続
き
平
和
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
く

被
爆
80
年
、
幕
別
町
平
和
非
核
宣

言
40
年
、
町
民
と
共
に
平
和
事
業

の
推
進
を

問


